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コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組

ん
だ
、
団
員
の
熱
意
が
伝
わ
る

素
晴
ら
し
い
演
奏
会
で
あ
っ
た
。

作
曲
家
信
長
貴
富
先
生
の
委
嘱

作
品
全
４
曲
の
初
演
披
露
で
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
い
き
と
し

た
美
し
い
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響

き
渡
り
、
平
和
を
願
う
オ
リ
ジ

ナ
ル
音
楽
劇
の
熱
演
と
と
も
に
、

レ
ベ
ル
の
高
さ
も
見
事
と
言
え

る
舞
台
で
あ
っ
た
。
音
楽
文
化

を
支
え
る
小
さ
な
子
ど
も
達
の

大
き
な
力
に
、
感
謝
の
拍
手
を

送
り
讃
え
た
い
。

《
評
》 鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団

 

　  『
み
ん
な
の
音
楽
会
』

　

第
60
回
の
節
目
に
あ
た
り
、

会
員
一
同
の
熱
気
が
感
じ
ら

れ
、
講
師
の
方
の
丁
寧
な
指

導
と
適
確
な
批
評
の
功
も
あ

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
歌

会
で
し
た
。
初
め
て
の
企
画

と
し
て
、
歌
人
「
斎
藤
茂
吉

翁
」
の
一
生
を
琵
琶
語
り
で

演
じ
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

た
構
成
も
良
か
っ
た
。
会
員

相
互
の
「
繋
」
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
生
涯
短
歌
を
愛
し
続
け
、

文
化
の
ま
ち
鶴
岡
の
一
端
を

担
う
気
概
を
示
す
歴
史
の
重

厚
さ
を
感
じ
る
短
歌
会
で
あ

っ
た
。

《
評
》 鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

大
賞
に 

鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団

準
大
賞
は 

鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

　今年度の第17回鶴岡市芸術祭は、9月～
12月までの約3カ月に渡り、44団体によ
る35公演・展示が実施されました。コロナ
禍での開催ではありましたが、参加公演・
団体数ともに昨年度より増加し、また全公
演への観客入場者数も約16,000名にのぼ
り、多くの皆さまが芸術文化に触れる機会
となった芸術祭は、盛況のうちに幕を閉じ
ることができました。
　12月24日には閉幕のつどいを開催、芸
術祭賞については次のとおり決定しました。

第17回鶴岡市
芸術祭賞決定

定期演奏会の一幕

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会

会 

長　

 

東
山
昭
子

　
「
地
域
に
開
か
れ
た
芸
文
活
動
」
と
「
次
世
代
に

つ
な
ぐ
人
材
の
発
掘
」
を
目
指
し
た
「
第
17
回
鶴
岡

市
芸
術
祭
」
は
、
開
幕
記
念
公
演
か
ら
「
閉
幕
の
つ

ど
い
」
ま
で
、
つ
つ
が
な
く
進
行
し
、
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
芸
術
祭

顧
問
各
位
、
審
査
委
員
各
位
に
は
深
甚
の
感
謝
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
種
々
変

容
し
つ
つ
終
息
を
見
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
充
分
な

活
動
が
出
来
な
い
ま
ま
、
公
演
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
団
体
も
あ
り
ま
し
た
。
黙
座
し
て
い
て
も

時
は
流
れ
ゆ
く
の
み
と
細
心
の
配
慮
で
臨
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
行
事
遂
行
を
因
と
す
る
感
染
拡
大
の
無
か

っ
た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
困
難
な
状
況
を
克

服
し
て
の
公
演
に
は
、
逆
境
を
乗
り
越
え
た
本
物
の

強
靭
さ
さ
え
見
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
は
熟
達
の
技
と

子
ど
も
達
の
育
成
に
賭
け
た
熱
意
で
、
新
し
い
世
界

も
開
か
れ
ま
し
た
。
芸
術
祭
大
賞
の
「
鶴
岡
放
送
児

童
合
唱
団
」
の
真
摯
に
し
て
爽
や
か
な
公
演
、
準
大

賞
受
賞
の
「
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
」、
今
年
度
初
加

盟
初
参
加
の
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
“
光
彩
”
作
品

展
」
な
ど
受
賞
団
体
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
酒
井
家
入
部
四
百
年
を
記
念
し
、
戦
争
の
悲

惨
が
日
常
に
伝
わ
る
世
界
に
「
平
和
に
祈
り
」
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
た
「
表
現
舎
刻
一
刻
」
の
16
年
ぶ
り

の
県
民
芸
術
祭
大
賞
受
賞
な
ど
、
市
民
各
位
と
「
美

と
愛
の
感
動
」
を
共
有
出
来
ま
し
た
。
清
冽
の
泉
沸

き
出
る
芸
文
活
動
で
、
地
域
の
未
来
を
、
喜
び
を
も

っ
て
共
に
開
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

芸
術
祭
で
開
示
さ
れ
た

　
　
　
　
　
地
域
の
未
来

大賞　鶴岡放送児童合唱団大賞　鶴岡放送児童合唱団

準大賞　鶴岡市合同短歌会準大賞　鶴岡市合同短歌会
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今
年
度
の
鶴
岡
市
芸
術
祭
は
、

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
を
舞
台
に
、

「
芸
術
文
化
で
つ
む
ぐ
鶴
岡
物
語

～
創
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
記

念
公
演
で
そ
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸

能
、
地
元
高
校
生
に
よ
る
合
唱
、
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
そ
し
て
芸
術
文
化
を
地
域
で
学
ぶ

「
こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
」
の
子
ど
も
た
ち
を
交
え
た
演
奏
や

舞
踊
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
は
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々

に
彩
ら
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
東
山
昭
子
会
長
は
じ
め
、
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
4
年
は
、
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、官
民
挙
げ
て
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
、こ
の
地
が

育
ん
で
き
た
文
化
芸
術
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
年
と
な
り
ま

し
た
。
芸
術
祭
で
も
、
そ
の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
公
演
が
見
受

け
ら
れ
、
多
く
の
市
民
が
文
化
芸
術
を
通
じ
て
自
分
の
住
む

ま
ち
の
歴
史
を
深
く
知
る
機
会
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
て
３
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
間
、

文
化
芸
術
が
私
た
ち
の
人
生
に
潤
い
を
与
え
、
生
き
る
喜
び

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
文
化
芸
術
に
触
れ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
享
受

し
、
感
動
を
共
有
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

芸
文
協
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
公
演
で
華
や
か
に
幕
を
開
け
た
芸
術
祭

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
長　

 

布　

川　
　

敦

如月会水墨画展
如月会

ステンドグラス“光彩”作品展
ステンドグラス“光彩”

宝生流・観世流合同謡曲大会
宝生流鶴岡五雲会・庄内謡曲愛好会

優秀賞の３団体

東山 昭子 氏　市政功労者表彰受賞祝賀会
　

本
年
度
の
鶴
岡
市
市
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
た
東
山
会
長
の
受
賞
祝
賀
会
が
、
2
月
19
日

東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
で
開
催
さ
れ
た
。

　

祝
賀
会
に
は
芸
文
協
加
盟
団
体
を
は
じ
め
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
関
係
者
約
２
０
０
名
が

出
席
し
、
東
山
会
長
の
長
年
の
功
績
に
対
す
る

受
賞
を
祝
っ
た
。

　

来
賓
の
方
々
に

よ
る
祝
辞
、祝
吟
・

祝
舞
の
披
露
に
続

い
て
乾
杯
し
出
席

者
皆
で
受
賞
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。

受賞者あいさつ お孫さんと一緒に記念撮影
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第17回鶴岡市芸術祭閉幕のつどい ～授賞式・懇親会～
　

閉
幕
の
つ
ど
い
は
、
12
月
24
日

に
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
皆
川
治
市
長
は
じ

め
、
来
賓
各
位
、
加
盟
団
体
関
係

者
等
約
１
２
０
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
授
賞
式
で
は
、
布
川
敦
教
育

長
よ
り
受
賞
団
体
へ
芸
術
祭
賞
が

授
与
さ
れ
、
東
山
昭
子
芸
文
協
会

長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芸
術
祭
大
賞
の
鶴
岡
放

送
児
童
合
唱
団
が
受
賞
記
念
公
演

を
披
露
し
、
会
場
内
は
子
ど
も
達

の
清
ら
か
で
素
晴
ら
し
い
歌
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
懇

親
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を

講
じ
た
形
式
で
の
開
催
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
集
う
仲

間
と
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
交
流
を

深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

～困難下での開催に感謝・感動～
後
藤　

和
夫

小
林　
　

功

難
波　

正
喜

齋
藤　
　

敬

堀　
　

公
明

藤
間
靜
貴
久

伊
達　

克
夫

佐
藤　
　

晃

梅
津　

芳
春

市
川　

清
治

五
十
嵐
悦
郎

鈴
木　

豊
苑

小
林　

健
郎

佐
藤　

宗
倞

佐
藤
よ
し
子

佐
竹
美
津
子

齋
藤
健
太
郎

布
川
美
與
子

佐
藤　

嘉
男

柿
﨑　

泰
裕

榊
原　

賢
一

選考委員のみなさん鶴岡市芸術祭賞

　

今
年
の
芸
術
祭
も
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い
中
で
の
開

催
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
た
芸
術
祭

に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
も
関
わ
ら
ず�

、
皆
さ
ん
の
御
努
力
の
お
か
げ
で
、

盛
り
上
が
っ
た
芸
術
祭
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
選
考

委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

適
切
な
選
考
を
し
て
頂
き
幸
い
で
し
た
。

　

選
考
委
員
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
を
気
に
せ
ず
開
催
で
き
ま
す
様

切
望
し
て
お
り
ま
す
。

芸
術
祭
賞
選
考
委
員
長

後　

藤　

和　

夫

布川教育長より大賞授与 祝辞　皆川市長 挨拶　東山会長

大賞受賞記念公演

錦心流一水会による琵琶祝奏 会場の様子
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●
8
月
31
日
～
9
月
11
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
9
月
16
日
～
19
日

●
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
9
月
11
日

●
中
央
公
民
館

白 
甕 
社

温
海
芸
術
文
化
協
会

錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
と

共
存
し
大
過
な
く
終
了
し

ま
し
た
。
出
品
者
、
入
場

者
共
若
干
増
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
学
生
の
健
闘
が
光

り
ま
し
た
が
高
校
生
に
加

え
現
役
の
芸
工
大
生
の
出

品
も
あ
り
個
性
豊
か
な
若

い
力
作
が
多
く
感
銘
を
与

え
充
実
し
た
展
覧
会
と
な

り
ま
し
た
。
殊
に
第
一
室

一
般
の
白
甕
社
賞
受
賞
作

品
は
鶴
南
高
二
年
生
で
す
。

大
正
13
年
に
白
甕
社
と
創

立
し
た
天
国
の
諸
先
輩
も

後
輩
の
活
躍
に
喜
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

2
年
後
に
は
創
立
１
０

０
周
年
記
念
を
迎
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
収
束

し
盛
大
に
祝
福
さ
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
五
十
嵐
千
惠
子
）

　

温
海
芸
術
文
化
協
会
会

員
の
作
品
発
表
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
あ

つ
み
作
品
展
」。

　

活
動
休
止
等
の
影
響
に

よ
り
出
展
作
品
数
は
多
く

な
い
も
の
の
、
今
年
は
、

陶
芸
、
生
け
花
、
切
り
絵
、

俳
句
な
ど
の
例
年
出
展
さ

れ
て
い
る
作
品
以
外
に
も
、

絵
画
や
掛
軸
の
出
展
も
あ

っ
た
た
め
、
昨
年
よ
り
も

華
や
か
な
作
品
展
と
な
り

ま
し
た
。

�

（
本
間
庸
枝
）

　

酒
井
家
庄
内
入
部
四
百

年
記
念
に
ち
な
ん
で
、
曲

目
は「
天
保
一
揆
の
旗
風
」

「
藩
校
致
道
館
」「
荘
内
戊

辰
の
戦
い
」「
松
ヶ
岡
」「
酒

井
家
十
七
代
源
忠
明
公
」

の
五
曲
を
琵
琶
語
り
し
、

太
鼓
と
の
コ
ラ
ボ
で
幕
を

あ
け
ま
し
た
。

　

背
景
に
は
羽
黒
山
を
描

い
た
「
森
厳
」
の
屏
風
を

配
置
し
、
ス
ラ
イ
ド
で
字

幕
を
映
し
、
見
て
聴
い
て

分
か
り
易
さ
、
楽
し
さ
に

心
掛
け
ま
し
た
。

�

（
市
川
清
治
）

第17 回 令 和 ４ 年 度 県 民 芸 術 祭 協 賛

鶴
岡
市
芸
術
祭

●
11
月
22
日

●
中
央
公
民
館

剣
聖
流
「
剣
と
扇
の
舞
」

あ
つ
み
作
品
展

酒
井
家
庄
内
入
部
の
歴
史
を
語
る

●
9
月
19
日

●
中
央
公
民
館

鶴
岡
剣
聖
会

山
形
県
大
正
琴
・
文
化
箏
愛
好
会　

第
33
回
記
念
公
演
で
い

た
だ
い
た
鶴
岡
市
芸
術
祭

大
賞
と
県
民
芸
術
祭
奨
励

賞
の
2
つ
の
受
賞
の
喜
び

を
心
に
今
回
の
公
演
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。
琴
の
持
つ

集
合
音
の
良
さ
仲
間
と
集

う
中
で
技
術
を
磨
ぎ
な
が

ら
第
34
回
公
演
で
表
現
出

来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

又
こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
の

出
演
も
い
た
だ
き
未
来
へ

と
紡
ぐ
こ
と
を
願
い
私
達

が
思
う
日
本
人
の
心
を
歌

う
楽
曲
が
楽
器
と
マ
ッ
チ

し
て
気
持
ち
の
良
い
演
奏

会
で
し
た
。 

（
梅
津
芳
春
）

　

剣
聖
流
剣
詩
舞
20
演
目

を
二
百
名
の
市
民
の
皆
様

の
ご
来
場
の
も
と
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
構
成

舞
「
幕
末
、
命
を
燃
や
し

た
男
た
ち
の
ひ●

●と
言
」
で

は
登
場
人
物
を
リ
ア
ル
に

表
現
す
る
た
め
舞
は
も
ち

ろ
ん
衣
装
の
工
夫
も
し
た
。

会
員
減
少
の
た
め
一
人
二

演
目
を
演
じ
志
士
た
ち
の

生
き
様
を
十
分
表
現
で
き

た
と
自
負
し
て
い
る
。
こ

の
思
い
を
次
回
へ
の
糧
に

し
た
い
。

 

（
小
竹
郁
弥
）

創
立
98
周
年
・
令
和
4
年
度

白
甕
社
美
術
展

楽
器
と
楽
曲
の

マ
ッ
チ
し
た
演
奏
会
～
紡
ぐ
～

特 別 参 加 公 演 2 団 体
＊芸術祭大賞を授賞後３年間は「特別参加」となります。
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第17回 鶴岡市芸術祭参加公演

●
10
月
2
日

●
致
道
館

●
9
月
30
日
～
10
月
2
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
9
月
25
日

●
中
央
公
民
館

●
10
月
1
日
～
2
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
9
月
25
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

●
9
月
24
日

●�

第
一
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

防
災
セ
ン
タ
ー

表
千
家
同
門
会 

山
形
県
支
部
庄
内
地
区

一
東
書
道
会
鶴
岡
支
部 

畊
雅
会

「
民
謡
・
舞
踊
」
さ
ゞ
波
会

Ｋ
・
Ｉ
・
Ｙ

ハ
ウ
オ
リ�

フ
ラ�

ス
タ
ジ
オ

田
川
民
話
の
会

　

コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
ぶ
り

の
茶
会
と
な
り
ま
し
た
。

萩
の
咲
き
誇
る
秋
晴
れ
の

一
日
、
酒
井
家
入
部
四
百

年
の
記
念
の
年
に「
藩
校
」

で
茶
席
を
愉
し
ん
で
頂
く

こ
と
が
出
来
、
安
堵
し
て

お
り
ま
す
。

　

感
染
対
策
に
配
慮
し
、

ご
案
内
者
を
例
年
の
半
数

に
し
、
設
え
や
呈
茶
の
方

法
に
苦
慮
致
し
ま
し
た
。

特
例
の
多
い
茶
会
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
理

解
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

 

（
志
田
宗
川
）

　

昨
年
の
三
十
九
周
年
が

終
わ
っ
た
後
に
、
今
年
の

四
十
周
年
は
、
や
り
ま
し

ょ
う
！
と
宣
言
し
て
、
枕

草
子
か
ら
源
氏
物
語
に
、

題
材
を
求
め
て
、
一
人
一

点
扇
面
に
、
一
首
づ
つ
書

き
二
尺
六
尺
の
額
に
張
り
、

雅
な
雰
囲
気
に
。
半
折
額

に
、
軸
に
。
関
戸
本
古
今

集
の
臨
書
を
額
に
。
次
は

巻
子
と
帖
に
発
展
す
る
様

又
二
尺
六
尺
の
紫
の
紙
に

源
氏
物
語
の
歌
一
九
首
を

選
び
、
作
品
に
仕
上
げ
た
。

 

（
阿
部
畊
雅
）

　

冒
頭
に
「
コ
ロ
ナ
」
と

出
て
来
る
時
代
、
そ
の
規

制
も
少
々
緩
ん
で
、
何
と

か
そ
れ
な
り
の
催
し
は
出

来
た
形
だ
が
、
目
指
す
事

に
は
程
遠
い
も
の
に
成
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

昨
今
、
鶴
岡
で
の
民
謡

は
存
亡
の
危
機
感
。
先
人

よ
り
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て

来
た
地
域
の
伝
承
文
化
が

途
絶
え
て
し
ま
い
そ
う
な

気
配
。
何
と
か
繋
い
で
行

き
た
い
も
の
で
す
。
秋
田

で
は
高
校
に
民
謡
部
あ
り
。

 

（
佐
藤 

睦
）

　
「
Ｋ
・
Ｉ
・
Ｙ
」
は
、
鶴

岡
在
住
の
三
名
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
（
木
村
修
身
・
石

黒
清
一
・
山
澤
昭
彦
）
が

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

三
名
は
高
校
の
同
級
生
で
、

こ
れ
ま
で
も
各
人
で
個
展

な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
同
じ
空
間
に
一
緒

に
作
品
展
示
を
し
た
ら
面

白
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
3
年
計
画
で

テ
ー
マ
を
決
め
て
「
三
人

展
」
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
時
の
覚
醒
」、
三
名
が
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。

 

（
山
澤
昭
彦
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
演
開

催
、
感
謝
致
し
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
の
心（
マ
ラ

マ
）」
を
テ
ー
マ
に
、
自

然
、
仲
間
、
家
族
に
感
謝

し
そ
し
て
思
い
や
り
の
心

を
胸
に
き
ざ
み
、
素
晴
ら

し
い
舞
台
を
創
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
謝
、
信

頼
、
希
望
、
思
い
や
り
の

心
を
忘
れ
ず
に
研
鑽
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
伊
藤
久
美
子
）

　

第
20
回
目
の
語
り
市
な

の
で
、
お
客
様
は
も
と
よ

り
会
員
も
楽
し
ん
で
語
り

を
し
よ
う
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
人

で
の
語
り
な
の
で
個
々
に

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
拝
見
致
し

ま
し
て
も
、
楽
し
か
っ
た
、

心
落
ち
着
き
幼
い
頃
に
戻

れ
た
と
評
価
を
い
た
だ
き

会
員
も
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
黙
食
、
黙
読
、

マ
ス
ク
生
活
の
中
充
実
な

一
日
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
帯
刀
春
男
）

表
千
家
流
茶
会

「
枕
草
子
」か
ら「
源
氏
物
語
」へ

雅
な
世
界
を
表
現
！

地
域
文
化
の
継
承
を

第
20
回
田
川
民
話
の
会 

語
り
市

“
ん
だ
ば
、語
っ
て
み
っ
が
の
朝
暘
宿
”

ハ
ウ
オ
リ 

フ
ラ 

ス
タ
ジ
オ

17
周
年
公
演

Ｋ
×
Ｉ
×
Ｙ 

三
人
展 vol.3

― 

時
の
覚
醒 

―
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●
10
月
21
日
～
11
月
3
日

●�

朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
10
月
16
日

●
佳
興
堂

●
10
月
13
日
～
15
日

●
中
央
公
民
館

●
10
月
20
日
～
23
日

●
中
央
公
民
館

●
10
月
15
日
～
16
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
10
月
6
日

●
中
央
公
民
館

朝
日
俳
句
の
会

佳
興
の
会

鶴
岡
小
品
盆
栽
会

如
月
会

鶴
岡
市
い
け
ば
な
7
流
派

鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

　

今
年
も
、
あ
さ
ひ
産
業

文
化
ま
つ
り
の
開
催
期
間

に
合
わ
せ
て
、
朝
日
俳

句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

俳
句
部
門
で
は
、
今
年

度
も
小
中
学
生
か
ら
多
く

の
出
品
が
あ
り
、
合
同
展

の
出
品
点
数
が
２
３
５
点

と
、
大
変
見
ご
た
え
の
あ

る
展
示
に
な
り
ま
し
た
。

　

俳
句
な
ど
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
追
い
求
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
佐
藤
照
子
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
始
ま
り
令

和
2
年
春
に
結
成
し
、
年

4
回
の
ラ
イ
ブ
を
開
催
し

て
来
ま
し
た
。
10
回
目
の

ラ
イ
ブ
に
併
せ
て
芸
術
祭

参
加
2
回
目
の
今
回
は
、

酒
田
の
庄
内
能
楽
館
で
も

開
催
し
、
好
評
を
頂
き
ま

し
た
。
今
後
も
4
人
其
々

の
分
野
で
精
進
し
、
日
本

の
伝
統
文
化
邦
楽
の
魅
力
、

そ
し
て
四
季
折
々
の
自
然

を
共
に
感
受
し
な
が
ら
の

ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

 

（
岡 

政
雄
）

　

松
の
緑
、
も
み
じ
や
楓

の
紅
葉
、
黄
葉
、
実
物
の

輝
く
赤
、
草
物
の
可
憐
な

姿
を
飾
り
棚
に
配
し
、
一

鉢
一
鉢
ど
れ
も
掌
の
ひ
ら

に
乗
せ
て
観
賞
す
る
こ
と

が
で
き
、
身
近
に
そ
し
て

手
軽
く
楽
し
め
る
小
品
盆

栽
を
展
示
会
と
言
う
晴
れ

舞
台
で
会
員
一
同
の
「
我

が
家
の
盆
栽
」
も
輝
い
て

見
え
ま
し
た
。

 

（
上
林
節
男
）

　

出
品
数
は
54
点
（
昨
年

比
プ
ラ
ス
5
）、
屏
風
・

軸
2
、
30
～
50
号
5
点
、

10
号
16
点
、
4
～
8
号
18

点
、
色
紙
8
点
。
ジ
ャ
ン

ル
は
、
山
水
・
風
景
37
点

と
多
く
、
花
・
静
物
10
点
、

人
物
・
家
が
3
点
で
し
た
。

全
国
展
入
賞
、
入
選
作
か

ら
新
会
員
の
作
品
ま
で
幅

広
く
充
実
し
た
内
容
の
展

覧
会
と
な
っ
た
。

 

（
梅
本
幸
仙
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
翻
弄
さ
れ
2
年
連
続
で

中
止
と
な
り
、
こ
の
度
開

催
で
き
た
こ
と
は
大
変
大

き
な
喜
び
で
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
を
取

り
入
れ
て
の
今
回
の
生
け

花
展
で
し
た
が
、
7
流
派

そ
れ
ぞ
れ
伝
統
文
化
を
尊

重
し
な
が
ら
個
性
あ
ふ
れ

る
多
種
多
様
な
作
品
を
展

示
で
き
、
２
２
２
１
名
の

方
に
ご
来
場
頂
き
楽
し
ん

で
作
品
を
ご
観
覧
頂
け
ま

し
た
。

 

（
鈴
木
秋
翠
）

　

鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
も
、

第
六
十
回
を
迎
え
山
形
県

の
生
ん
だ
歌
人
斎
藤
茂
吉

翁
の
名
作
と
さ
れ
る
短
歌

を
、
ス
ラ
イ
ド
で
鑑
賞
し

錦
心
流
琵
琶
の
弾
奏
と
相

ま
っ
て
満
場
の
喝
采
を
博

し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の

合
同
歌
会
は
、
県
歌
人
協

会
の
山
川
ひ
ろ
み
氏
に
よ

る
懇
切
な
歌
評
を
頂
き
、

視
野
を
広
め
る
こ
と
が
出

来
て
感
銘
を
深
く
し
ま
し

た
。
尚「
茂
吉
翁
一
代
記
」

の
編
者
は
東
山
晄
子
氏
で

す
。

 

（
市
川
照
夫
）

朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展

第
2
回
佳
興
の
会
公
演

掌
上
の
秋
の
風
情

如
月
会
水
墨
画
展

第
59
回
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展

第
60
回
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
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第17回 鶴岡市芸術祭参加公演

●
10
月
30
日

●
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

●
10
月
28
日
～
30
日

●
中
央
公
民
館

●
10
月
23
日

●
中
央
公
民
館

●
10
月
30
日

●
中
央
公
民
館

●
10
月
27
日
～
30
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
10
月
22
日
～
23
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
九
重
流
詩
吟
学
会
朝
暘
清
吟
会

鶴
岡
さ
つ
き
盆
栽
研
究
会

日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会

出
羽
庄
内
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

書
道
研
究 

飛
雲
会

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
“
光
彩
”

　

構
成
吟
は
、
詩
や
和
歌

な
ど
を
通
し
て
、
世
情
の

動
き
と
合
わ
せ
な
が
ら
彼

の
年
代
別
の
想
い
に
迫
り
、

生
涯
を
描
い
て
い
く
ス
ト

ー
リ
ー
に
仕
上
げ
、
若
か

り
し
頃
と
伺
い
知
れ
る
前

半
。
後
半
は
70
歳
の
と
き

に
弟
子
に
と
っ
た
貞
心
尼

と
の
交
流
等
を
ひ
も
解
い

て
い
っ
た
。
作
品
の
数
々

か
ら
は
現
代
と
生
き
る
私

達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
捉

え
ら
れ
る
も
の
が
多
々
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
百
瀬
皓
洲
）

　

会
の
発
足
か
ら
40
年
が

す
ぎ
ま
し
た
。
長
く
よ
く

続
け
て
こ
れ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
じ
ょ
う
ず
に
花

を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
と
問
わ
れ
る
と
「
ぜ

ん
ぜ
ん
だ
め
」
で
す
。
考

え
る
と
ま
だ
40
回
し
か
挑

戦
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら

当
然
で
す
。
気
候
の
影
響
、

消
毒
、
肥
料
、
土
、
タ
イ

ミ
ン
グ
、
そ
れ
ぞ
れ
勉
強

と
実
施
を
く
り
返
し
て
考

え
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
こ

そ
は
‼  

（
岡
部 

誠
）

　

構
成
吟「
四
季
を
詠
う
」

の
大
会
テ
ー
マ
を
、
会
員

が
合
吟
（
複
数
の
人
数
で

吟
詠
す
る
）
に
よ
り
舞
台

を
ま
と
め
た
。
ス
テ
ー
ジ

に
ス
ラ
イ
ド
で
詩
文
を
映

写
し
、
館
内
の
お
客
様
の

詩
文
の
理
解
の
一
助
と
な

る
よ
う
に
と
の
配
慮
を
し

た
。

 

（
松
本
歓
洲
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
出
来
な

か
っ
た
「
蜂
子
の
皇
子
あ

す
か
里
帰
り
公
演
」
の
後

半
企
画
で
、
あ
す
か
劇
団

「
時
空
」
を
迎
え
て
「
歴

史
劇
交
流
公
演
」
を
行
い

ま
し
た
。
時
空
は
遠
方
か

ら
の
疲
れ
も
見
せ
ず
公
演
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
メ
ン
バ
ー

も
今
度
こ
そ
公
演
を
、
の

意
気
込
み
で
、
新
作
に
果

敢
に
挑
み
ま
し
た
。
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

�

（
髙
山
千
代
子
）

　

一
般
に
書
芸
術
は
作
品

の
観
賞
の
み
に
終
止
す
る

場
合
が
多
い
訳
で
す
が
、

元
来
、
文
字
を
様
々
な
形

や
墨
色
で
独
特
な
空
間
を

醸
し
出
す
事
と
、
文
字
本

来
の
意
味
を
伝
播
す
る
使

命
も
担
っ
て
い
る
筈
な
の

で
、
い
ろ
ん
な
角
度
や
工

夫
で
作
品
を
発
表
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
渡
部
飛
雲
）

　

今
年
度
鶴
岡
市
芸
術
文

化
協
会
加
盟
団
体
と
な
り

第
一
回
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

“
光
彩
”
作
品
展
を
開
催
、

出
品
者
23
名
、
作
品
数
１

３
５
点
、
2
日
間
で
８
３

９
名
の
ご
来
場
を
頂
き
ま

し
た
。
雨
ま
じ
り
の
お
天

気
で
し
た
が
会
場
の
光
と

影
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世

界
に
多
く
の
感
動
の
声
を

頂
き
会
員
一
同
励
み
と
な

る
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
布
川
美
與
子
）

詩
歌
で
辿
る
良
寛
の
生
涯

次
年
は
す
ば
ら
し
い
花
を

構
成
吟
「
四
季
を
詠
う
」

書
芸
術
の
魅
力

光
と
影
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界

三
年
越
し

「
出
羽
・
大
和
歴
史
劇
交
流
公
演
」
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●
11
月
9
日
～
13
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
11
月
4
日
～
6
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
11
月
3
日

●
中
央
公
民
館

●
11
月
6
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
11
月
3
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

●
10
月
30
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

写
団
は
ぐ
ろ

鶴
岡
書
道
会

鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団

遠
州
流
茶
道
山
形
支
部

ス
イ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

吉
続
舞
踊
学
園

　

今
年
の
写
真
展
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
三
年
ぶ
り

に
開
催
で
き
た
事
会
員
一

同
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

出
羽
は
ぐ
ろ
光
景
、
大

山
新
酒
・
酒
蔵
ま
つ
り
、

東
京
散
歩
、
山
の
風
景
、

四
季
の
彩
り
を
各
自
の
視

点
で
撮
っ
た
作
品
を
大
勢

の
方
に
見
て
頂
き
、
こ
れ

か
ら
も
思
い
出
に
残
る
写

真
を
撮
り
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

（
菅
原 

功
）

　

鶴
岡
・
田
川
地
区
よ
り

の
保
・
幼
・
小
・
中
・
高

か
ら
の
応
募
作
品
が
昨
年

よ
り
少
な
く
、
約
一
〇
〇

〇
点
の
展
示
と
な
り
ま
し

た
。
学
年
ご
と
、
学
校
ご

と
、
高
さ
な
ど
、
見
や
す

い
展
示
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

多
く
の
出
品
数
を
見
込

み
た
い
の
で
、
要
項
な
ど

の
配
布
時
期
を
早
め
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
山
本
良
伸
）

　

2
年
越
し
で
委
嘱
作
品

初
演
の
大
切
な
節
目
を
美

し
く
歌
い
上
げ
、
思
い
出

深
い
演
奏
会
で
し
た
。
作

曲
家
信
長
貴
富
先
生
に
作

曲
を
お
願
い
し
た
4
つ
の

合
唱
曲
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
つ
ら
い
子
供
た
ち
へ

励
ま
し
と
希
望
を
与
え
る

感
動
の
曲
で
し
た
。
又
音

楽
劇
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か

げ
お
く
り
」
は
、
戦
争
の

悲
劇
の
無
い
、
子
供
た
ち

の
未
来
が
明
る
い
事
を
願

う
ス
テ
ー
ジ
で
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
溢
れ
る
公
演
と
な

り
ま
し
た
。（
伴 

和
香
子
）

　

十
一
月
の
お
茶
会
で
し

た
の
で
初
め
て
炉
開
き
の

趣
向
で
行
い
ま
し
た
。

　

時
々
雨
が
降
る
天
気
で

お
客
様
に
は
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
年
ぶ
り
で
し
た
の
で

お
客
様
も
大
勢
お
い
で
い

た
だ
き
、
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
よ
う
で
す
。

　

混
雑
す
る
事
が
心
配
で

し
た
が
、
密
に
な
る
時
間

も
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
平
均

的
に
入
席
い
た
だ
き
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
堀 

宗
敬
）

　

ゲ
ス
ト
の
知
名
度
で
入

場
者
数
が
変
わ
る
の
は
仕

方
の
な
い
事
で
す
が
、
来

場
さ
れ
た
方
々
に
「
来
年

も
必
ず
来
る
か
ら
」「
サ

ッ
ク
ス
の
ひ
ま
わ
り
の
演

奏
に
涙
が
出
た
」「
四
人

の
男
性
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は

圧
巻
だ
っ
た
」
等
の
お
言

葉
に
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

来
た
る
23
回
目
に
向
け

て
一
層
練
習
に
励
み
、
素

敵
な
ス
テ
ー
ジ
を
共
に
愉

し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 

（
橋
本
祥
造
）

　

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
持
つ

特
性
の
創
造
性
を
中
心
に

据
え
て
、
地
域
文
化
芸
術

の
振
興
を
願
い
た
い
。

　

出
演
者
の
望
ま
し
い
成

長
を
助
長
し
、
豊
か
な
人

間
性
を
養
い
、
高
い
理
念

を
持
っ
て
活
動
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
創
造
性

豊
か
な
作
品
創
り
を
心
が

け
て
、
共
に
成
長
す
る
事

を
よ
ろ
こ
び
合
い
、
さ
ら

に
高
み
を
目
指
し
て
力
を

傾
け
た
い
。
さ
ら
な
る
ご

鞭
撻
を
願
い
活
動
を
続
け

た
い
。 

（
吉
続
正
義
）

第
74
回
荘
内
書
道
展
覧
会

三
年
ぶ
り
の
お
茶
会

第
22
回
定
期
演
奏
会

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

歌
声
に
込
め
て

常
に
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
進
み
た
い

第
十
三
回

写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展
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第17回 鶴岡市芸術祭参加公演

●
12
月
3
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

●
11
月
23
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

●
11
月
13
日

●
東
田
川
文
化
記
念
館

●
11
月
27
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

●
11
月
13
日

●
佳
興
堂

●
11
月
12
日
～
13
日

●
中
央
公
民
館

鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

宝
生
流
鶴
岡
五
雲
会 

庄
内
謡
曲
愛
好
会

鶴
岡
吹
奏
楽
団

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
コ
ー
ニ
ア

表
現
舎
刻
一
刻

　

3
年
連
続
マ
ス
ク
着
用

の
合
唱
と
な
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
窮
屈
な
中
、

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
ゲ
ス
ト

の
尾
形
志
織
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
ソ
ロ
と
渕
上
千
里

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
触
発
さ

れ
、
意
欲
的
で
感
動
的
な

演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
練
習
を
重
ね
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
歌

い
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

（
阿
部
淳
二
）

　

コ
ロ
ナ
禍
、
対
策
を
施

し
て
の
開
催
で
し
た
が
、

沢
山
の
方
に
ご
来
場
頂
き

幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
の

98
組
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
に
よ
り
大
盛
況
に
終

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

出
演
者
に
と
っ
て
励
み

や
飛
躍
の
場
と
な
る
様
に

未
来
あ
る
演
奏
家
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
指
導
者
の
更

な
る
向
上
と
発
展
を
目
標

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
小
巻
千
幸
）

　

11
月
13
日
藤
島
の
明
治

ホ
ー
ル
に
て
謡
曲
・
囃
子

の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、

　

素
謡
（
役
謡
）
2
曲

　

仕
舞　
　
　
　

4
曲

　

囃
子　
　
　
　

4
曲

　

連
調
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
書
い
て
も
、

ど
ん
な
も
の
か
観
て
聴
い

て
い
た
だ
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
だ
ろ
う
な
と
、
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

�

（
西
澤
雪
子
）

　

今
回
は
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡
で
3
回
目
の
演
奏
会
と

な
っ
た
。
第
1
部
で
は
、

懐
か
し
い
往
年
の
課
題
曲

に
加
え
、
今
年
度
の
コ
ン

ク
ー
ル
曲
を
披
露
し
た
。

第
2
部
で
は
、
親
し
み
や

す
い
デ
ィ
ズ
ニ
ー
関
連
の

メ
ド
レ
ー
な
ど
を
、
わ
か

り
や
す
い
解
説
付
き
で
披

露
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
演

奏
時
間
は
1
時
間
程
度
、

整
理
券
な
ど
の
工
夫
を
行

い
短
時
間
で
の
演
奏
会
と

な
っ
た
。
宣
伝
は
ポ
ス
タ

ー
を
多
め
に
市
街
地
に
掲

載
し
、
集
客
は
昨
年
同
様

で
あ
っ
た
。�

（
大
場
輝
和
）

　

曲
が
作
ら
れ
た
歴
史
的

背
景
な
ど
を
語
り
で
入
れ

る
音
楽
絵
巻
と
い
う
形
式

の
三
部
構
成
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。

　

安
土
桃
山
時
代
か
ら
明

治
時
代
ま
で
の
日
本
の
音

楽
を
、
歌
と
器
楽
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
。
第
2

部
で
は
庄
内
藩
に
所
縁
の

あ
る
七
絃
琴
の
再
現
演
奏

を
行
い
ま
し
た
。

 

（
山
澤
昭
彦
）

　

令
和
の
時
代
も
平
和
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ
か

ら
台
本
作
り
が
始
ま
り
、

鶴
岡
の
歴
史
、
日
本
の
歴

史
か
ら
、
庄
内
藩
三
方
国

替
と
沖
縄
を
語
り
継
ぐ
に

決
め
た
。
皆
川
市
長
よ
り

観
劇
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、

「
４
０
０
年
に
ふ
さ
わ
し

い
素
晴
ら
し
い
民
衆
達
の

物
語
り
で
し
た
。
女
性
達

が
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。
若
い
人
達

に
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
感

謝
で
す
。

 

（
佐
藤
正
一
）

第
71
回
定
期
演
奏
会

合
同
謡
曲
・
囃
子
の
会

第
37
回
定
期
演
奏
会

音
楽
絵
巻 

そ
の
2

～
～
西
洋
音
楽
と
の
再
会
・
江
戸
と
明
治
の
音
楽
事
情
～
～

創
立
35
周
年
記
念
第
20
回
公
演

「
劇
・
平
和
を
語
り
継
ぐ
」

第
20
回

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
２
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地域文化祭から
　

ふ
じ
し
ま
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
７

日
か
ら
約
１
か
月
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
か
ら
30
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
第
50

回
藤
島
芸
術
文
化
祭
で

は
、
絵
画
な
ど
１
６
６

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

29
日
に
は
民
話
の
語
り
、

ミ
ッ
チ
ー
チ
ェ
ン
氏
に

よ
る
文
化
講
演
会
「
地

域
を
盛
り
上
げ
、
元
気

を
発
信
！
こ
れ
が
俺
の

ロ
ー
カ
ル
で
の
生
き
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ａ
」。
30
日
に
は
芸
文
茶
会
も
開
か
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

11
月
５
日
に
は
、
ふ
じ
し
ま
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
、
10
団
体

２
１
１
名
が
出
演
し
、
幅
広
い
年
代
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

６
日
に
は
８
団
体
１
個

人
に
よ
る
芸
能
発
表
会

な
ど
、
様
々
な
催
し
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
５
地
区
の

芸
術
祭
、
各
小
中
学
校

及
び
庄
内
農
業
高
校
の

文
化
祭
、
東
田
川
文
化

記
念
館
で
の
明
治
ホ
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
も
催
さ

れ
、
藤
島
の
芸
術
の
秋

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

�（
ふ
じ
し
ま
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

実
行
委
員
会
）

発
表
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
胸
に
刻
ん
で

ふ
じ
し
ま
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

●
10
月
7
日
～
11
月
12
日

●
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

作
品
展
示
・
文
化
講
演
会
・
芸
能
発
表
会
・
音
楽
祭

　
『
羽
黒
芸
術
文
化
祭
』

が
11
月
３
日
か
ら
11
月

６
日
ま
で
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
作
品
展
示
、

芸
能
発
表
、
囲
碁
・
将

棋
・
俳
句
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
た
め
、
２
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
同
時
開
催
の

「
は
ぐ
ろ
秋
ま
つ
り
」

は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
芸
術
文
化
祭
は
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
な

が
ら
一
部
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
羽
黒
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
、
書
道
・

絵
画
・
写
真
・
手
芸
な
ど
９
８
９
点
の
多
彩
な
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
保
育

園
児
や
小
中
学
生
の
作
品

も
あ
り
、
親
子
連
れ
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

６
日
の
芸
能
発
表
会
は

羽
黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
出
演
を
羽
黒
芸

術
文
化
協
会
加
盟
団
体
に

限
定
し
12
団
体
58
名
が
参

加
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
発

表
に
観
客
は
少
な
か
っ
た

も
の
の
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

（
羽
黒
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
）

作
品
展
示
、
芸
能
発
表
、
囲
碁
・
将
棋
・
俳
句
大
会

２
年
ぶ
り
の
羽
黒
芸
術
文
化
祭

令
和
４
年
度
羽
黒
芸
術
文
化
祭

●
11
月
3
日
～
11
月
6
日

●
羽
黒
体
育
館
・
羽
黒
コ
ミ
セ
ン 

ほ
か

　

54
回
目
を
迎
え
た
く

し
び
き
文
化
祭
は
、
10

月
８
日
㈯
の
文
化
財
め

ぐ
り
を
皮
切
り
に
、
展

示
部
門
、
ま
な
び
ぃ
ス

テ
ー
ジ
と
予
定
通
り
に

実
施
さ
れ
た
。
文
化
財

め
ぐ
り
は
、
酒
田
の
発

展
の
礎
と
な
っ
た
北
前

船
関
連
の
史
跡
、
新
し

い
酒
田
の
顔
と
な
る

「
ミ
ラ
イ
ニ
」
を
訪
問

し
、
酒
田
を
学
ん
だ
。

　

11
月
３
日
㈭
～
６
日

㈰
ま
で
４
日
間
に
開
催

さ
れ
た
展
示
部
門
で
は
櫛
引
地
域
の
小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

園
の
児
童
生
徒
の
絵
画
や
習
字
の
展
示
を
は
じ
め
、福
祉
団
体
・

施
設
の
作
品
、地
域
で
活
動
す
る
愛
好
家
の
書
や
ち
ぎ
り
絵
、生

け
花
、
手
芸
・
写
真
な

ど
多
様
な
作
品
６
２
７

点
が
一
堂
に
会
し
、
と

て
も
見
ご
た
え
の
あ
る

も
の
と
な
っ
た
。
文
化

祭
の
最
後
を
飾
る
ま
な

び
ぃ
ス
テ
ー
ジ
は
11
月

13
日
㈰
に
開
催
さ
れ
、

特
別
出
演
も
含
め
て
８

団
体
約
60
人
が
出
演
し
、

熱
気
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を

披
露
し
て
く
れ
た
。

（
く
し
び
き
文
化
祭

�

実
行
委
員
会
）

文
化
財
め
ぐ
り
・
展
示
部
門
・
ま
な
び
ぃ
ス
テ
ー
ジ

櫛
引
、芸
術
の
秋

第
54
回 

く
し
び
き
文
化
祭

●
10
月
8
日
～
11
月
13
日

●
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

ほ
か
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地域文化祭から
　

今
年
度
の
あ
さ
ひ
産

業
文
化
ま
つ
り
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
屋
外
で

の
お
ま
つ
り
広
場
は
中

止
と
し
ま
し
た
が
、
例

年
行
っ
て
い
る
作
品
展

示
の
ほ
か
、今
回
は
開

会
行
事
と
芸
能
発
表
を

３
年
ぶ
り
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
か
ら
11
月

３
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

作
品
展
示
部
門
で
は
、

書
道
、
絵
画
、
写
真
、

俳
句
、
川
柳
、
生
け
花
、

手
芸
創
作
品
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
個
性
豊
か
な
力
作
９
２

０
点
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
方
々
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
日
の
11
月
３
日
に
は
、
芸
能
発
表
部
門
と
し

て
10
組
14
演
目
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
出
演
者

も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
力
の
込
も
っ
た

発
表
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
地
域
の
芸
術
文
化

活
動
の
成
果
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
、
芸
術
の
秋

を
盛
り
上
げ
、
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
あ
さ
ひ
産
業
文
化
ま
つ
り

�

実
行
委
員
会
）

待
ち
に
待
っ
た
３
年
ぶ
り
の
芸
能
発
表

令
和
４
年
度
あ
さ
ひ
産
業
文
化
ま
つ
り

●
10
月
21
日
～
11
月
3
日

●
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品
展
示
・
芸
能
発
表

　

温
海
文
化
祭
は
、
地
域

住
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
秋

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今

回
で
39
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

お
茶
会
を
中
止
し
、
作
品

展
示
と
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
保
育

園
や
小
中
学
生
、
福
祉
施

設
、
サ
ー
ク
ル
、
個
人
な

ど
か
ら
、
書
、
絵
画
、
写

真
、
陶
芸
、
生
け
花
、
俳

句
、
創
作
物
な
ど
８
５
７
点
の
個
性
豊
か
な
作
品
が
出
展
さ
れ
、

多
く
の
方
々
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
踊
り
、
昔
話
、
楽
器
演
奏
な
ど
の
常

連
の
団
体
以
外
に
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
っ
て
久
し

ぶ
り
の
出
演
と
な
っ
た
詩

吟
や
合
唱
、
ま
た
、
初
出

演
の
津
軽
三
味
線
な
ど
、

幼
児
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
17

ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

司
会
者
と
出
演
団
体
と
の

コ
ラ
ボ
演
奏
に
よ
っ
て
最

後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
閉
幕
し
ま
し
た
。

�

（
温
海
文
化
祭
実
行
委
員
会
）

作
品
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

芸
術
文
化
で
地
域
の
活
気
を
取
り
戻
す

第
39
回 

温
海
文
化
祭

●
10
月
22
日
～
11
月
3
日

●
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
郷
土
芸
能
・
芸
術
ま
つ
り

山
形
県
芸
術
文
化
協
会
創
立
60
周
年
記
念

　

11
月
20
日
は
、
県
民
ホ
ー
ル
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
、
一
番
目
の
出
演
に
臨
み
ま
し
た
。
直
前
の
リ

ハ
で
は
、
会
館
ス
タ
ッ
フ
の
暖
か
い
サ
ポ
ー
ト
の
中
、

年
上
メ
ン
バ
ー
達
が
し
っ
か
り
リ
ー
ド
。
子
供
に
人
気

の
妖
精
シ
ー
ン
は
、
お
客
様
の
予
期
せ
ぬ
手
拍
子
ま
で

い
た
だ
い
て
、
皆
、

の
び
の
び
と
演
じ
ま

し
た
。

　

緊
張
し
た
け
ど
だ

ん
だ
ん
と
な
れ
て
、

本
番
も
う
ま
く
で
き

た
。
み
ん
な
と
な
か

よ
く
な
れ
て
よ
か
っ

た
。（
小
3
）

　

仲
間
と
一
緒
に
、

知
ら
な
い
子
と
も
ふ

れ
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
。（
小
６
）

  

大
好
き
妖
精
シ
ー
ン  

楽
し
く
演
じ
た
！

伊
藤
　
裕
美
子
　

　
令
和
4
年
11
月
20
日
㈰
、
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形

県
総
合
文
化
芸
術
館
）
で
開
催
さ
れ
た
「
こ
ど
も
郷
土
芸
能
・

芸
術
ま
つ
り
」
に
加
盟
団
体
の
出
羽
庄
内
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
が
出
演
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
様
々
な
団
体
が
参
加
し
、

こ
ど
も
と
大
人
が
と
も
に
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

  

出
羽
庄
内
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
出
演

～未来につづけ 文化のやまがた２０２２～

初
舞
台

子
供
達
の
感
想
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

�

は
担
当
者

第17回 鶴岡市芸術祭協賛者芳名簿

第
17
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
協
賛
者
芳
名
簿

耕

美

堂

上

野

純

子

佐

藤

一

広

小

澤

紀

美

モ
ー
ド
サ
ロ
ン
京

㈲
朝
日
環
境
衛
生

佐

藤

洋

子

三

浦

尚

子

三

浦

恒

祺

魚　

住　

百
合
子

小

澤

敏

一

武

田

京

子

阿

部

恵

子

佐

藤

時

彦

エ
ン
ジ
ェ
ル
写
真
館

南

岳

寺

大
川
家
具
店

佐

藤

時

彦

岡

部
　

誠

大

井
　

清

岡

部
　

誠

斎

藤

繁

太

鈴

木
　

潔

渋

谷
　

清

志

田
　

武

本

間

勇

一

長
谷
川　

善　

弘

榎

本

信

雄

岡

崎

利

男

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
森
お
か
ざ
き

渡

部

飛

雲

長

南

君

子

㈲
廣
工
務
店

㈱
丸
元
建
設

布　

川　

美
與
子

広

盛

堂

㈲
結
城
包
装

す
こ
や
か
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
ナ
カ
ザ
ト

㈱
ひ
ま
わ
り

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ

今　

野　

ひ
と
み

佐

藤

祥

子

本

間

眞

子

後

藤

由

美

佐

藤

富

子

藤
島
芸
術
文
化
協
会

工

藤

正

喜

渋　

谷　

小
夜
子

斎

藤

好

子

寒
河
江　

敏　

子

髙　

山　

千
代
子

成

澤

栄

子

齋

藤
　

隆

小

林

正

雄

日

向

理

恵

羽
黒
芸
術
文
化
協
会

羽
黒
水
謡
会

羽
黒
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル

墨

嘉

会

佐

藤

則

子

遠

藤

美

恵

庄　

司　

み
わ
子

岡

部

よ

き

櫛
引
芸
術
文
化
協
会

遠

藤

文

子

遠　

藤　

晴
知
子

蛸

井
　

亨

上　

野　

由
紀
子

成　

田　

さ
だ
江

大

川

京

子

尾

形

ユ

キ

菅

原

邦

夫

村

田
　

哲

難

波

宮

子

佐

藤

信

弘

朝
日
芸
術
文
化
協
会

㈱
ア
サ
ヒ
ニ
イ
ズ
マ

コ
ー
ラ
ス
ぶ
な
の
森

朝
日
俳
句
の
会

朝
日
祥
雲
御
山
太
鼓

越
中
山
神
楽
保
存
会

今　

野　

め
ぐ
み

渡

部
　

嚴

渡

部

祐

子

五
十
嵐　

孝　

義

齋

藤

富

喜

温
海
芸
術
文
化
協
会

粕

谷

一

郎

齋

藤
　

充

加

藤

早

苗

伊

藤
　

隆

芳

賀

昌

子

カ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
マ
リ
ー
ン

冨

樫

桂

子

成　

田　

け
い
子

芳

賀

昌

子

佐
久
間　

仲　

子

豊

田

旨

男

東

山

晄

子

と
ら
ん
す
ぱ
ら
ん

西
田
美
容
室

富
士
印
刷
㈱

多

田

修

二

多

田

長

子

渡

邉

ゆ

み

佐

藤

和

子

中

里

亮

子

井

上

春

子

鈴

木

伸

男

志　

藤　

喜
栄
子

佐　

藤　

よ
し
子

村

越

勝

子

阿　

部　

美
智
子

尾

形
　

澄

高

橋

滋

子

工

藤

邦

子

帯

谷

敏

子

榎

本

澄

子

鞍　

貫　

美
弥
子

板

垣

圭

子

齋　

藤　

と
も
子

村

田

恒

井

菅

原

智

恵

甚

田
　

勉

甚

田

治

美

佐

藤
　

壽

高

橋

昭

子

田　

中　

百
合
子

㈱
ア
イ
デ
ィ
ア

高

橋

弘

光

石　

田　

喜
美
子

石

田
　

雄

山

口

園

枝

三

浦

き

え

石

田

行

子

大
山
石
田
屋

し
な
織
創
芸
石
田

粕　

谷　

き
よ
子

尾
形
サ
ー
ビ
ス
商
会

大
久
保　

紀　

子

藤　

田　

美
智
子

粕　

谷　

紀
久
子

リ
ベ
ラ
ル
保
険
事
務
所

御

橋

公

子

永

原

英

子

加

藤

正

子

齋

藤

洋

子

魚　

住　

三
江
子

剱　

持　

嘉
代
子

佐
々
木　

秀　

子

佐
々
木　

秀　

子

佐

藤

年

繁

五
十
嵐　
　
　

多

丸

金

陽

子

五
十
嶺　

修　

美

斉

藤

美

子

池　

田　

い
と
子

阿

部
　

徹

大

川

京

子

阿

部

義

郎

阿　

部　

月
山
子

五
十
嵐　

千
惠
子

鶴

文

堂

サ
ト
ー
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

齋

藤

満

子

櫻

井

徳

喜

白

幡

順

子

樋　

渡　

美
智
子

五
十
嵐　

千
惠
子

佐

藤
　

珠

齋

藤
　

拓

山

本

良

伸

玉

祥

堂

荘
内
三
菱
電
機
商
品
販
売
㈱

五
十
嵐　

美　

紀

鈴

木

多

一

佐　

藤　

富
美
子

佐

藤

泰

幸

遠

見

昌

圀

羽

田

明

美

渡

部
　

康

佐

藤

克

巳

我
孫
子　

紀　

雄

奥

山

恵

子

後

藤

登

美

遠

藤

浩

幸

葛

岡

幸

子

地

主
　

一

佐

藤

美

喜

本

間

靖

子

後　

藤　

ま
ゆ
み

佐

藤

圭

子

阿

部

律

子

阿

部

瑶

雅

田

中

恭

子

阿

部

畊

雅

佐

藤
　

泉

五
十
嵐　

千　

秋

三

浦
　

進

佐

藤

玉

祥

菅

原

爽

雅

児

玉

寿

津

上

林

節

男

大　

川　

厚
太
郎

島

田

節

子

高

橋

節

子

池

田

義

和

阿

部

敦

三

加

藤
　

忠

大　

井　

真
志
雄

伊

藤

雄

介

後

藤

千

尋

梅

本

幸

仙

百

瀬

陽

子

川

上

美

紀

新

野

啓

子

佐

藤

恵

美

佐　

藤　

ま
ゆ
み

東
海
林　

宏　

子

丹

下

洋

子

佐

藤

富

子

小
山
内　

タ
ミ
子

加

藤

節

子

高

山
　

環

加

藤

真

澄

齋

藤

浩

子

髙

橋

律

子

糸

山

和

夫

阿

部

睦

子

布　

川　

美
與
子

市

川

清

治

朝

日

印

刷

荻　

原　

み
つ
子

佐

藤

周

治

石

川

常

子

加

藤
　

節

恩

田

宗

雄

恩

田

亨

子

齋

藤

次

子

佐

藤

美

咲

庄

司
　

史

椎

名

和

子

堀
　

尚

子

笹

山

一

夫

笹

山

京

子

西

澤
　

隆

林
　

裕

子

大

江

秀

治

㈱
荘
内
日
報
社

杉
山
唱
随
堂

常

念

寺

光

明

寺

荘
内
銀
行
鶴
岡
南
支
店

鶴
岡
ガ
ス
㈱

荘

司

令

子

五
十
嵐　

林　

一

大

江

秀

治

五
十
嵐　

枝　

美

ア
ー
ル
双
葉
さ
と
う

小
野
寺　
　
　

茂

荘
内
銀
行
本
店
営
業
部

山

内

正

彰

大　

江　

美
津
子

梅

津

芳

春

石

田

窈

子

秋

葉

康

美

Ｊ

Ａ

鶴

岡

小
野
寺　

し
づ
子

菅

原

広

昭

堀

井

善

道

山

崎

香

枝

加
賀
山　

孝　

子

阿

部

信

矢

山
新
建
装
㈱

丸

山

道

子

志

藤

志

美

斎

藤

礼

子

吉　

住　

美
代
子

佐

藤
　

晃

小

杉
　

誠

久

保

雄

三

石

川

勝

雄

三

矢

正

士

鈴

木
　

純

山

村
　

肇

小

田

正

俊

板

垣

隆

一

西

澤

雪

子

高

橋

理

香

佐

藤

明

美

高

橋

理

香

中

川

瑞

穂

渡

部

滋

人

渡

部

滋

人

安

達

正

一

相

馬

一

廣

相

馬

一

廣

岡
　

政

雄

岡
　

政

雄

岡　
　
　

眞
理
子

藤　

間　

靜
貴
久

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
つ
る
や

地

主

薬

局

さ
と
う
で
ん
き

仁
三
郎
旅
館

豊

田

悦

子

小

林

吉

明

今

井

朋

子

齋

藤

新

子

白

幡

清

子

齋　

藤　

よ
し
子

三

浦

茂

子

東　
　
　

智
恵
子

荒　

井　

み
ど
里

坂　

東　

久
里
菊

上

林

武

子

渡

辺

信

子

阿

部

玉

子

鈴　

木　

登
志
子

千

川

貴

楽

日
本
舞
踊　

千
川
流

千

川

京

紅

佐

藤
　

睦

佐

藤

芳

恵

佐

藤

節

子

佐

藤
　

睦

佐

藤

勇

治

諏

訪

節

子

佐　

藤　

き
み
を

遠

藤

豊

喜

山　

下　

美
恵
子

成

沢

正

男

佐

藤
　

久

佐　

野　

源
太
郎

山

本

淡

井

㈱

ミ

ロ

ク

㈲
阿
部
久
書
店

㈲

や

ま

よ

齋

藤

英

雄

阿

相

金

弥

斎

藤

隆

信

難

波

玉

記

照

井

和

直

金

内

勝

雄

富

樫
　

毅

難

波
　

寛

工

藤

順

也

菅

原
　

卓

佐

藤

重

彰

今

野

政

幸

佐

藤

幸

子

伊

藤

ゆ

き

齋

藤

峯

男

山

本

和

夫

松

本

歓

洲

ふ
く
べ
食
堂
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協
賛
者
の
皆
様
へ

　

芸
術
祭
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
よ
り

多
く
の
協
賛
金
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
共
一
層
の
ご
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第17回 鶴岡市芸術祭協賛者芳名簿

小

泉

宗

泰

伊

藤

遼

子

加

藤

千

寿

伊

藤

宗

仁

小

北

宗

道

菅

原

宗

輪

小

い

け

佐

藤

宗

芙

石

塚

宗

賀

池

田

宗

秋

臼

井

寿

客

斉

藤

双

梨

菅

原

寿

珀

門

脇

仙

寿

五
十
嵐　

宗　

修

堀
　

宗

敬

阿

部

宗

洋

渡

部

宗

公

五
十
嵐　

宗　

輝

堀
　

宗

敬

堀
　

隆

邦

菅

原

宗

柳

木

村

宗

由

黒
羽
根　

宗　

杉

伊

藤

宗

苗

中

村

宗

由

㈱
ト
キ
ワ
屋

古

本

理

曉

み
う
ら
生
花
店

木
根
渕
医
院

扇

寿

司

フ
ァ
ン
シ
ー
フ
ラ
ワ
ー

荘
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

山

田

理

和

木
根
淵　

理
由
美

古

本

理

曉

長
谷
川　

理　

芳

中

村

理

泰

蘆

野

裕

士

工

藤

理

薫

伊

藤

理

音

松

田

理

初

宮　

田　

眞
由
美

鶴
岡
印
刷
㈱

松
文
産
業
㈱

ご
ひ
ら
生
花
店

ア
テ
ロ
化
粧
品
活
庄
社

鈴

木

豊

苑

白

幡

鶴

芳

進

藤

寿

萠

森

田

芳

春

浅

谷

光

舟

長
谷
川　

豊　

玲

阿

部
　

剛

阿

部

華

秋

恩

田

知

子

難

波

恵

春

木

村

翠

葩

菅

原

徳

萠

渡

部

薫

峰

五
十
嵐　

彩　

艶

宮　

田　

眞
由
美

加

藤

千

香

㈲
イ
ガ
ラ
シ
住
建

㈲
五
十
嵐
陶
器
店
東
北
建
材
部

さ
と
う
生
花
店

大

瀧

昌

桂

澤

井

範

子

大

池

典

子

渡

部

廣

子

我

妻

草

朱

澤

田

水

光

布

川

珀

翠

本

間

京

子

眞

田

鶴

声

後

藤

湖

星

白

幡

静

梢

本

間

賀

苑

三

浦

麗

香

宮

川

繁

陽

佐

藤

恵

陽

小
野
寺　

香　

逸

加

藤

香

葉

小

野

美

香

奥

山

翠

秀

佐

藤

純

香

加

藤

千

香

冨

樫

秀

月

㈲
阿
部
園
芸

身

楽

佐

藤

瑞

子

菅

原

紀

子

前　

川　

美
代
子

前

田

喜

代

安

達

邦

子

髙

橋
　

澤

黒

井

京

子

難

波

恵

子

金

内

紀

子

伊

藤

佳

子

百

瀬

香

織

冨　

樫　

美
知
子

飯

田

洛

翠

阿

部

昌

代

土

方

道

舟

庄

司

和

子

斎

藤

昌

子

坂
　

當

子

阿　

部　

和
賀
子

庄

司

和

子

渡

部

宮

子

武
藤
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

山

田

慶

子

木

村

清

子

渡

部

宮

子

髙

橋

京

子

安

野

秀

紀

難

波
　

秀

本

間

敏

子

佐

藤
　

利

佐

藤

八

重

佐

藤

正

志

野　

尻　

佳
代
子

佐

藤

佳

子

齋

藤

保

子

齋　

藤　

ひ
ろ
子

香

焼

ル

リ

大

沼
　

龍

後

藤

和

夫

斎

藤

薬

局

後

藤

秀

男

後　

藤　

由
美
子

齋

藤

正

市

河

野

明

美

滝

沢
　

元

浅

賀

千

春

富

樫

由

美

橋

本

せ

つ

佐
々
木　

光　

子

難

波

正

喜

佐

藤
　

浩

今

野

清

治

金

内
　

賢

事

務

局

鶴
岡
市
金
融
協
会

鶴
岡
地
区
医
師
会

小
池
動
物
病
院

菅
原
建
設
㈱

鶴
岡
幼
稚
園

㈱
ミ
ウ
ラ
カ
ー
ズ
・
ワ
ン

㈱
齋
藤
商
会

荘
内
銀
行
大
山
支
店

大
山
保
育
園

鶴
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

難

波

蔵

義

難

波

洋

子

阿

部

武

美

白

幡

政

一

榊　

原　

和
佳
子

熊　

坂　

め
ぐ
み

阿　

部　

シ
ズ
子

斎　

藤　

喜
美
子

佐

藤

洋

子

吉

永

桂

子

小

林

空

山

小

林

翠

香

難　

波　

み
ち
子

ふ
み
や
文
具
店

佐

藤
　

通

五
十
嵐　

ゆ
か
り

三

浦

陽

子

伊　

藤　

裕
美
子

出
羽
庄
内
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

早

坂

り

か

大

井

卓

磨

本

多

絋

二

髙　

山　

千
代
子

手

塚

裕

美

熊

田

広

務

清

原

花

子

手

塚

裕

美

長
谷
川　

洋　

子

山

口

千

鶴

富

樫

宗

冨

裏
千
家
淡
交
会

地

主

茶

店

太
田
菓
子
店

河

野

印

刷

遠

州

屋

尾

川

園

小

林

宗

健

富

樫

宗

冨

斎

藤

宗

幸

阿

部

宗

充

森
　

宗

博

佐

藤

宗

温

今

間

宗

圭

小

林

宗

節

長
谷
川　

宗　

玲

伊

藤

宗

智

鎌

田

宗

英

豊

田

宗

文

三

浦

宗

椿

石

川

宗

富

上

林

宗

陽

本

間

宗

風

高

橋

宗

山

豊

田

宗

文

佐

藤

宗

倞

さ
さ
美
容
室

斎
藤
謹
助
商
店

上
野
鉄
工
所

佐
藤
生
花
店

加

藤
　

典

土　

門　

眞
知
子

加

藤
　

聡

加

藤

育

子

伊

藤
　

聡

加

藤

重

子

吉

續

正

義

美
容
室
あ
さ
を

寛

明

堂

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン

オ
レ
ン
ジ
カ
ン
パ
ニ
ー

羽

陽

印

刷

ミ
ー
ト
デ
リ
カ
・
ク
ド
ー

五
十
嵐
歯
科
医
院

日

進

堂

㈱
鶴
岡
ス
ズ
キ

㈲
伊
藤
フ
ラ
ワ
ー

や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
山
岳
会

㈱
尾
形
ホ
ー
ム

五
十
嵐　
　
　

勇

佐

藤

庸

子

三

井

照

代

廣

井

み

き

竹

田

隆

子

佐　

藤　

し
お
り

菅

原

和

子

伊

藤

孝

子

菅

澤

美

鈴

佐

藤

京

子

㈱
総
建
築
設
計
事
務
所

㈲
鶴
岡
タ
イ
ム
ス
社

柴　

田　

三
恵
子

伊　

藤　

久
美
子

ハ
ウ
オ
リ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

地

主

裕

子

地

主

道

子

池
田
法
律
税
務
事
務
所

大

舘

一

治

大

舘

一

治

佐

藤

秀

樹

佐

藤

紀

子

佐

藤

重

子

佐

藤

正

一

阿

部

淳

二

㈱
五
十
嵐
工
業
所

㈲
畑
田
鐡
工
所

三

井

病

院

エ

ル

ム

小

池

商

店

㈱
山
口
工
務
店

村

孫

柿　

﨑　

寿
美
子

五
十
嵐　

豊　

子

㈱
大
山
機
械

秋
山
鉄
工
㈱

伴　
　
　

和
香
子

皆
川
庄
吉
商
店

シ
ョ
ッ
プ
か
と
う

㈱
井
上
リ
ー
ス
商
事

伴
　

兼

弥

伴

　

顕

伴
　

兼

一

井

上

静

子

小

巻

千

幸

中　

山　

美
知
子

本

間

ゆ

き

小

巻

千

幸

安

達

満

美

中

山

祥

子

佐

藤

有

紀

伊

藤

早

由

佐

藤

千

晶

橋

本

祥

造

高

橋

多

喜

株
式
会
社　

燦

佐　

藤　

せ
つ
子

阿

部

純

士

伊

達

裕

子

大

場

輝

和

佐

藤
　

右

堀
　

公

明

川　

俣　

賢
太
郎

川

崎

勇

一

須

田
　

庄

堀
　

公

規

堀

朋

深

澤

康

之

深

澤

康

之

松

本

歓

洲

加

藤

康

子

佐

藤

泰

彦

佐

藤
　

謙

佐

藤

信

義

鶴

見

幸

雄

長
谷
川　

慶　

子

榎

本

富

子

吉

田

俊

雄

鈴
木
不
動
産
事
務
所

佐

藤

克

彦

真
薬
堂
薬
局

佐

藤

政

一

長

南

泰

子

佐

藤

芳

弘

榎

本

澄

子

草

島

和

夫

百

瀬

健

治

佐
太
木　
　
　

実

菅　

原　

つ
な
子

百

瀬

健

治

大

川

幸

雄

佐

藤

和

子

小

竹

郁

弥

吉

住
　

節

萬

年

京

子

菅　

原　

恵
美
子

渡

邉

節

子

小

羽

和

子

鈴

木

富

子

丸

山

二

三

武

谷

美

恵

諏

訪

み

ね

阿　

達　

美
也
子

服　

部　

喜
美
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第
17
回
芸
術
祭
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
各
団
体
の
皆
様
の
工
夫
と
努
力
に
よ
り
閉
幕

の
つ
ど
い
ま
で
無
事
終
え
る
事
が
で
き
、
芸
術
祭

の
歴
史
に
新
た
な
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

　

世
界
中
の
人
々
を
震
撼
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
も
、
よ

う
や
く
収
束
の
兆
し
が
み
え
始
め
、
マ
ス
ク
着
用

等
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
求
め
ら
れ
て
い
た

芸
術
文
化
活
動
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
桜
の
開
花
も
早
ま
る
よ
う
で
、
暫
く
ぶ

り
に
青
空
の
下
マ
ス
ク
な
し
の
花
見
が
で
き
る
事

を
楽
し
み
に
し
た
い
。�

（
小
林
健
郎
）

特定非営利活動法人

鶴岡市芸術文化協会への加盟のご案内
　鶴岡市の芸術文化活動の輪が、更に大きく広がることを望み、
芸術・文化活動をされている団体の新規加盟を募集しています。
《加盟によるメリット》
○主催事業についての周知及び活動発表の場の提供
○芸術祭参加事業における施設の予約調整及び使用料の減免
○芸術祭参加公演団体へ助成
　❖年会費　団体　５，０００円
　❖入会についてのお問合せは、下記事務局へご連絡ください。

https://tsuruoka-geibun.or.jp

特定非営利活動法人  鶴岡市芸術文化協会事務局
〒997-0346 鶴岡市上山添字文栄100番地 鶴岡市櫛引庁舎内
Tel 0235-57-2008   Fax 0235-64-0515
E-mail：tsurugeibun@tiara.ocn.ne.jp
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●
湯
野
浜
小　
１
年

　
　
　
　
池
田　
湊
（
俳
句
）

　

は
い
く
教
室
で
な
ら
う
ま
で
、
は
い
く
を
知
ら
な

か
っ
た
で
す
。
五
七
五
の
み
じ
か
い
こ
と
ば
で
、
は

い
く
を
作
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
き
せ
つ
を
あ
ら

わ
す
こ
と
ば
を
つ
か
う
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
は

い
く
は
、
む
ず
か
し
か
っ
た
け

ど
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
、
は
い
く
を
自
ぶ
ん
で

作
っ
て
い
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

は
い
く
教
室
を
た
い
け
ん
し
て

一
句
。　

 

『
と
も
だ
ち
と��

は
い
く
を
や
っ
て��

た
の
し
い
な
』
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■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
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■
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■

●
大
山
小　
５
年

　
　
　
　
大
友　
愛
望
（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
）

　

私
は
、
初
め
て
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
、
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
の
か
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

不
安
だ
っ
た
け
ど
、
先
生
が
と

て
も
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
大
変
上
手
だ
と
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。
鳥
の
形
で
ガ
ラ

ス
の
色
が
一
つ
一
つ
ち
が
っ
て

い
て
、
す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

お
父
さ
ん
に
見
せ
た
ら
「
た
い

し
た
も
ん
だ
。」
と
い
わ
れ
ま

し
た
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■

●
鼠
ヶ
関
小　
４
年

　
　
　
　
佐
藤　
来
望
（
油
絵
）

　

私
は
、
は
じ
め
て
油
絵
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

油
絵
教
室
で
は
水
を
使
わ
な
い

で
、
ナ
イ
フ
で
絵
の
具
を
ぬ
る

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
最

初
、
オ
レ
ン
ジ
と
黄
色
の
絵
の

具
を
ナ
イ
フ
で
す
く
い
、
ぬ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
色
が
混
ざ
っ

て
い
く
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。

●
朝
暘
６
小　
６
年

　
　
　
　
阿
部
ひ
な
こ
（
造
形
）

　

私
は
、
粘
土
で
絵
を
描
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
絵

を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
く
作
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
先
生
の
教
え
方

が
分
か
り
や
す
く
、
や
っ
た
事

の
無
い
描
き
方
を
知
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
手
軽
に
買
え
る
物

で
作
れ
る
の
で
、
家
で
も
作
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
良

い
体
験
が
出
来
て
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
上
郷
小　
３
年

　
　
　
　
佐
藤　
日
菜
（
合
唱
）

　

わ
た
し
は
、
音
楽
教
室
を
し
た
ら
音
楽
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
好
き
に
な
れ
た
理
由
は
、
先
生
方
が

や
さ
し
か
っ
た
こ
と
と
、
音
楽

を
き
れ
い
に
で
き
た
時
が
、
う

れ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ふ
だ

ん
か
ら
音
楽
に
親
し
み
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
次
も
ま
た
音

楽
教
室
が
あ
っ
た
ら
、
さ
ん
か

し
た
い
で
す
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
豊
浦
小　
３
年

　
　
　
　
佐
藤　
虹
奈
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

　

わ
た
し
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
な
ら
っ
て
き
て
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
お
ど
る
こ
と
が
、
少
し
む

ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
こ
し
を
動
か
す
時
、

こ
し
か
ら
上
は
う
ご
か
さ
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
も
む
ず
か
し
く
、

で
き
る
ま
で
、
家
で
も
練
習
し
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
発
表
会
に
み
ん
な
で
出

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

令和４年度 こども文化クラブ事業 実施状況
会　　場 開催数 参加者数 分　　野

中央公民館 3 15 造形
藤島体育館 3 6 ミュージカル
上郷地区放課後子ども教室 10 87 尺八・文化箏・フラダンス・合唱・茶道
豊浦(三瀬)放課後子ども教室 7 126 油絵・合唱・茶道・華道
豊浦(由良)放課後子ども教室 10 100 文化箏・フラダンス・ミュージカル・茶道
湯野浜小放課後子ども教室 9 121 俳句・ちぎり絵・文化箏・フラダンス・茶道
おおやま放課後子ども教室 10 170 ちぎり絵・ステンドグラス・演劇・茶道・華道
西郷地区放課後子ども教室 8 195 短歌・造形・ちぎり絵・ステンドグラス・フラダンス・茶道
ねずがせき放課後子ども教室 8 182 油絵・演劇・茶道・華道

合　　　計 68 1,002 14分野

こ
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
支
援
の
取
組

み
と
し
て
、
今
年
度
も
市
の
助
成
を
受
け
て
「
こ

ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
芸

文
協
加
盟
団
体
の
協
力
に
よ
り
講
師
を
派
遣
し
、

中
央
公
民
館
や
各
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
連

携
し
な
が
ら
、
芸
術
文
化
活
動
の
体
験
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
し

い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
地
域
も
あ
り
、
体
験

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
む
一

助
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
事
業
の
報
告

こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
事
業
の
報
告

次
世
代
の
育
成
支
援 

令
和
令
和
44
年
度
年
度




